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2017 年 4月～2018 年 3月における当会活動について、三井物産環境基金、公益信託経団連自然保護基金、
公益信託大成建設自然歴史環境基金の助成により実施致しました関連活動内容を以下に報告いたします。 

 

１. 事業実施の方針 

   アニマルパスウェイの普及に向けて、普及啓発・設置支援活動を推進し、樹上性野生生物のロードキル 
からの防護および遺伝子の多様性保全に資する活動を行う。 

２．アニマルパスウェイの普及啓発活動（意識の醸成、環境教育） 

（１）出版・講演・表彰 

①絵本小冊子、児童書等の制作配布  

 ・当会湊会長は 2017 年 6 月 30 日、文研出版より  
  「動物たちを救うアニマルパスウェイ」（右写真）を出版。 
   小学校高学年向けですが、ヤマネ研究とアニマルパスウェイ 
   の開発・普及をドキュメンタリーでまとめている。 

 生物多様性保全に役立てていただければと、関係機関等に 
 配布し、啓発に努めた。 

・絵本パンフ「ヤマネのマルくん南の森へ」5,000 部を増刷、 
合計 28,000 部となった。ヤマネミュージアム、那須平成の森 FCで、 
配布頂いている。また北杜市教育委員会にも毎年寄贈している。 

  ・当会および研究会のリーフレット 3種「森と命の繋ぐ」、 
「一般社団法人アニマルパスウェイと野生生物の会」および 
「森林の生物多様性保全活動」についても更新し増刷。 

  ・普及啓発ツールとしてアニマルパスウェイのクリアファイルを 2種 
   製作し、エコプロ展、研究発表会・学会、にじゅうまるプロジェクト、  
   巣箱づくりボランティア等において配布し、長く使って頂いてお手元 
   に置いていただけるものとした。 

 

②経団連自然保護協議会・自然保護基金 25周年記念式典にて受賞・事業紹介・展示 
・2017 年 5 月 23 日には経団連自然保護協議会・ＫＮＣＦの 25周年記念事業において、当会は感謝状を
授与され、事業紹介ならびに展示を行う機会を得た。 

 

 

 

 

 

 

    25 周年記念・感謝状授与さる               AｐWA 事業内容紹介                 ポスター展示  

 

  ③生物多様性アクション大賞に入賞 

   国連生物多様性の十年日本委員会（UNDB-J）主催の第 5回生物多様性アクション大賞に入賞し、エコプ
ロ展開催時に東京ビッグサイトにて授賞式があった。また、大賞を目指して活動をしていきたい。 

   

 

http://www.animalpathway.org/news/6%e6%9c%8830%e6%97%a5%e3%80%8c%e5%8b%95%e7%89%a9%e3%82%92%e6%95%91%e3%81%86%e3%82%a2%e3%83%8b%e3%83%9e%e3%83%ab%e3%83%91%e3%82%b9%e3%82%a6%e3%82%a7%e3%82%a4%e3%80%8d%e6%b9%8a%e3%80%80%e7%a7%8b/
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（２）国内学会等での研究発表 

①道路生態研究会：2017 年 6月 10 日、10 月 1 日の研究会に当会メンバーも出席し、連携を行ってきた。
道路生態研究会では盛岡北道路のアニマルパスウェイのニホンリスの利用状況について、会員の香川氏
が発表、秋には当会の取り組みをポスター発表した。 

②野生生物と社会学会：2017 年度より団体会員登録。2017 年 11 月 3日-5 日：帯広畜産大学において第 2
3 回の大会が開催され、大会長は当会顧問でもある帯広畜産大学副学長栁川先生が務められた。当会会
員は 9名参加され、テーマセッション「野生生物と交通」が開催され、当会として「アニマルパスウェ
イの製作・建設ガイド」について当会小田委員長が講演した。 

③「野生生物と交通」研究発表会: 2018 年 2 月 23 日に第 17 回の研究発表会が札幌市教育文化会館にお
いて開催された。当会はアニマルパスウェイ研究会とともに共催となっており、本年は小田委員長の
アニマルパスウェイの製作・建設ガイドの講演、香川氏によるその後の盛岡北道路のアニマルパスウ
ェイのニホンリスの利用状況について、国土交通省と共同発表された。また当会の活動をポスター発
表した。 

 ④千葉生物学会：2018 年 2月 18 日に植草学園大にて開催、小田委員長がガイドブックについて発表した。 

⑤日本環境アセスメント協会技術交流会：2017 年 12 月 7 日 アニマルパスウェイのポスター展示を実施 

 

 

 

 

 

            野生生物と社会学会（11/4）APWの 3 件の発表                道路生態研究会(6/10) 

（３）国際発表と連携 
①ＨＰの充実 
 HP を facebook との連携なども図ってきた。また HPの英語版により海外へのアニマルパスウェイの 
  紹介を行ってきたが、同時に HPへの攻撃も増加し、セキュリティー強化に努めている。 

 

 

 

 

  ②2017 年 9月 11～16 日第 10回国際ヤマネ学会にて発表 
ベルギーLiege 大学で開催された国際ヤマネ学会（IDC）でアニマルパスウェイの研究開発と国際 
連携について発表し好評を博した。発表テーマ：The history and development of Animal-pathways 
 and the promotion of international cooperation. 

 

 

 

 

 
 

        IDC で発表する湊会長        視察した英国ワイト島のＡＰW（当会の設計を基に建設） 
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③2017 年 4 月～9月 湊会長英国留学に伴う欧州各国の研究者、自然保護団体との連携 
英国のＰＴＥＳ（絶滅危惧種の保存のための市民トラスト）およびエクセター大学を拠点にヨーロッパ
のヤマネや野生生物について研究。その間自然保護団体や研究者との交流をされ、今後の連携の 
基盤づくりに行った。 
 
 
 
 
 
 

 

 

   ｲﾀﾘｱｱﾙﾌﾟｽでｻﾝﾄﾞﾗ博士と    ﾓﾘｽ先生とﾛﾝﾄﾞﾝ中心部視察   ヤマネ保護のための会議 

 

④スロベニア博物館ボリス博士との交流会（10月 28 日） 

  研究会のメンバー10数名が参加し、やまねミュージアムにおいて湊会長の中長期ビジョンのお話と 
ボリス博士のヨーロッパのヤマネや樹上性動物の保全についてご紹介頂き、話し合うことが出来た。 
大変有意義な会であった。 

 

 

 

 

 

 

  湊会長の中長期ビジョンについて   ボリス博士からヨーロッパのヤマネなどの現状と保全についてと集合写真 

（４）企業との連携 
・2018 年 3月 16～17 日、大成建設グループが毎年実施するヤマネの巣箱づくりボランティアツアーを
支援した。山梨県八ヶ岳ふれあいセンターにおいて子供たちを含む総勢 41名により実施。材料の木材等
は大成建設が寄付、前日は 3名が前泊して巣箱づくりの材料などの製作準備を実施し 174 個を製作およ
び使用後の巣箱の解体を行った。また、アニマルパスウェイの見学を行い、会長と代表理事が説明。 
 
 
 
 
 
 

 

 
       巣箱製作の状況          参加メンバーと製作した巣箱(174 個)   北杜市 1号機の見学状況 

      

（５）未来世代への普及活動 

   ・2017 年 12 月 7日-9 日、今年で４年目のエコプロダクツ 2017 に出展。 
総来場者数：160,091 人、ブース来場者は約 600 名あった。今回は一般企業などと同じエリアのため 
大きなブースの陰になってしまい、装飾などにも費用が掛けられないので東京藝大のメンバーの協力
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により行った。子供達や一般の方々にアニマルパスウェイを PRするとともに、道路管理者や企業の方
などとの交流により、アニマルパスウェイの設置に関する情報なども得ることが出来た。 

                         

                          

 

 

 

 

     ブースに訪問頂いた子供たち   アニマルパスウェイのディスプレイ    モニタリング映像を解説中 

 

・2018 年の教材への寄与 
SAPIX（株式会社日本入試センター）や実教出版の高校生用の教材「サイエンスビュー生物総合資料
」にアニマルパスウェイが掲載され、教育に活用してもらっている。 

 
 （６）会員・関係者間連携アニマルパスウェイ研究会・情報交換会 
    情報交換会を２～３ケ月に 1回程度実施し、森林分断に関して知見のある方々や関心ある方をお呼びし会員・ 
    非会員に関わらずネットワーク化を図るきっかけづくりをしている。 
 
   ①2017 年 6月 12 日総会並びにアニマルパスウェイ研究会（大成建設会議室： 25 名が参加）  
    インターリスク総研の可児理砂氏による「スマトフォンアプリを活用したロードキル対策」についてお話頂き、 
    ロードキル対策方法について議論した。導入事例としてヤンバルクイナ、アマミノクロウサギ、ツシマヤマネコ、 
    イリオモテヤマネコ、エゾシカなどがある。 

 

 

 

 

 

 

         研究会風景          英国から SKYPE で会長参加     可児氏によるロードキル対策事例講演 

  ②2017 年 8 月 20 日アニマルパスウェイ情報交換会（新宿 NPO 協働推進センターにて 7名） 
湊秋作著の「アニマルパスウェイ」の内容について、新会員の東京藝大の岩本早代さんの研究成果など
について意見交換を行った。 

 ③2017 年 10 月 7日アニマルパスウェイ情報交換会（新宿 NPO 協働推進センターにて 19 名） 
動物写真家で BCTJ 理事横塚眞己人氏 による「イリオモテヤマネコの現状とロードキル対策」の講演が
あり、西表島の生態系やイリオモテヤマネコの詳しい生態、ロードキルの状況などについて、大変興味
深く話し合えた。100 頭ともいわれるイリオモテヤマネコのロードキルの現状が理解できた。 

④2017 年 12 月 18 日アニマルパスウェイ研究会兼情報交換会（大成建設会議室にて 20 名参加） 
第 10 回 IDC の出席報告、ワイト島のアニマルパスウェイ視察報告、イギリスにおける野生生物保護活
動の現状について、会員の岩渕氏、饗場氏、湊会長より講演があり、英国の現状、野生生物の保護の在
り方について意見交換を行った。 

 ⑤2018 年 2月 26 日アニマルパスウェイ情報交換会（関西学院大学丸の内キャンパス、23名参加） 
富士山アウトドアミュージアムの舟津氏をお招きし、富士山周辺のロードキルの現状と対策について講
演頂き、富士山へのアニマルパスウェイ設置についても今後の連携が話し合われた。 
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ｲﾘﾓﾄﾃﾔﾏﾈｺのﾛｰﾄﾞｷﾙの現状と対策(10/7)       ﾜｲﾄ島の APW 視察について他（12/18）     富士山周辺のﾛｰﾄﾞキルの現状と対策(2/26) 

 

（７）普及のためのアニマルパスウェイ・マニュアル化と配布 (2016.6～2017.6） 

国道、高速道路仮設用などの APW が設置・計画され、よりわかりやすいマニュアル制作が必要になって
きました。そこで、会員から参加者を募り、2016 年 6 月に委員会を発足させた。またこの作業に当たり
、既設場所や計画場所の設置に関わる様々な確認作業も行った。委員長はアニマルパスウェイ研究会の
最初からのメンバーの小田氏にお願いし、現在各章ごとに班構成で、総勢 23 名余りの皆さんがこのマニ
ュアル化し取り組みまとめました。『アニマルパスウェイの製作・建設ガイドブック』として発行。（
初版 2017 年 6月、2018 年 3 月増刷） 

  本ガイドブックは 2018 年以後自治体や国などの道路管理者に配布し、アニマルパスウェイ普及のツールとし 
  て活用していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）実証用アニマルパスウェイの建設 12 年後の調査検証(2017.10.28-29) 

  北杜市のキープ協会の私道上に 2005 年 10 月に建設した実証用アニマルパスウェイを、メンテナンス、耐久性 
の観点から調査し、耐久性については想定年数を十分期待できるものだという評価であった。今後メンテ 
の方法や、耐久性を延ばすための方法などの検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

    高所作業車を利用し検証作業        アルミ製屋根の状況          検証調査参加者 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

・道路、交通管理者、地権者他  

・対象道路資料（道路規格,構造,設計速度,将

来改良計画,埋設物他） 

・対象箇所近傍地質資料（既存地質調査結果） 

・候補地の現況確認（必要に応じて横断測量

等簡易測量実施） 

・支障施設確認（架空線,防護柵,標識他） 

・対象樹木確認（樹種,樹高及び位置） 

・施工時ヤード確認 

・設計条件（荷重条件,構造条件,自然条件,地

盤条件他） 

・モニタリング調査実施の必要性 

③ 基本条件整理 

① 資料収集整理

a 

②  
② 現地調査 

④ 構造比較検討 
・設置位置,高さ及び長さ（支障施設回避） 

・上部工構造 

・使用部材、材質 
関係者協議 

第 2 章 
設置候補箇所選定 
対象動物種選定 

⑤ 設置位置確定 
・関係者同行による（道路・施設管理者,地権

者,保護団体他） 

⑥ 細部検討 

部材構造計算 

・支柱，ワイヤロープ，床版他 

⑦ 各種図面作成 

数量算出 

図 3.1-1 アニマルパスウェイ設計フロー図 

第 4 章 施工計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アニマルパスウェイ設置候補箇所の絞り込み 

 

設置候補箇所の絞り込み 

注)  

太字： 実施が必須の調査 

細字：実施が望ましい調査 

既設道路におけるアニマルパスウェイのニーズ 
（地元からの要請・自治体による積極的な取り組み） 

  ①ロードキル情報の収集 
 ②有識者ヒアリング 
 ③既存資料整理（ベース図の作成） 

設置箇所の確定 

生息状況調査 
・目視・フィールドサイン調査 
・巣箱調査 
・センサーカメラ調査 
・聞き取り調査 

設置箇所の地権者特定・交渉 

設置箇所に該当する地権者の特定・交渉 

生息環境ポテンシャルマップの整理 

有識者意見 

  

設置候補箇

所の絞り込

み 

道路調査 
・道路構造調査 
・交通量調査 
・周辺地形・植生調査 

アニマルパスウェイの設計 

 

現地調査 

設置候補箇

所の絞り込

み 

アニマルパスウェイ設置箇所の検討 

既存資料調査 
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３．アニマルパスウェイ設置・事前事後調査支援、設置提案 

（１）国内の樹上性動物の生息状況および APW 設置のための調査・提案(2016～2017）（設置場所、調査） 
①北杜市のアニマルパスウェイ設置候補地の生態系調査 

   昨年度のアニマルパスウェイの設置場所を既存の資料から GIS にて絞り込み作業を行い、11ケ所を抽
出した。これらについて、現地概査を行い、3ケ所に絞り、本年度、樹上性動物の生態調査をニホン
ヤマネ保護研究グループに依頼して、調査を行った。その結果、北杜市小淵沢の 1ケ所について、設
置適地であるとの結果を得た。しかしながら、土地所有者等の課題もあり、今後北杜市に提案しつつ
、煮詰めていく必要がある。 

 

②那須平成の森のモニタリング復旧作業を行い、動態検知により樹上性動物の APW 利用状況を調査。 

・2017 年 5 月より引き続きモニタリングを実施したが 6 月初めの落雷の誘導による故障のため、電源部
や送信機等を破損、それまで故障していた TVカメラとともに交換、修理を実施した（2017 年 8月 5日）
。その後さらに継続したモニタリングを実施し、10 月 14 日まで日常的にヤマネ、ヒメネズミの利用を確認。 
また、アニマルパスウェイは昆虫類の利用も多く、このモニタリング映像について、専門家に同定を依頼した。 
その結果、ザトウムシ目（いくつかの種）、キリギリス科（ツユムシなど）の幼虫、ウマオイ、ササキ 
リまたはウスイロササキリ、鱗翅目ガの仲間の幼虫、鱗翅目シタバガ科、ヒトリガ科または 
マイマイガ科、シャクガ科（シャクトリ虫）、トビナナフシ科、ヤスマツトビナナフシ、双翅目 
カガンポ科、クギヌキハサミムシ科コブハサミムシ、クモ目などが確認された。 
 

 

 

 

 

 

動態検知システム          動態検知したヒメネズミ      背中の模様に特徴的なヤマネ 

 

 

 

 

 

 

  動画カメラの取り換え作業        那須平成の森 FC のモニタリング      ザトウムシ２匹が利用 

 

（２）アニマルパスウェイの設置支援 

①国交省東北地方整備局岩手河川道路事務所国道 4号線盛岡北道路のアニマルパスウェイ 

・2016 年に岩手河川国道事務所にアドバイス行った。その結果 2016 年 11 月にアニマルパスウェイが設
置され、ニホンリスの利用が確認された。 

・2017 年 1 月 27 日 メンバーの小田、小坂、岡、渡邉、山本の各氏が、香川氏の案内でアニマルパス
ウエィの製作建設ガイドブックに活かすため竣工後の状況の視察を行った。ニホンリスが 35m 長の 4
車線国道上のアニマルパスウェイを行き来している状況が確認されている。（なお、11月に完工し、
モニタリングを 3月まで実施） 
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       盛岡北道路のアニマルパスウェイ                    利用するニホンリス 

 

   ②国道交通省中部地方整備局の高速道路紀勢線の仮設道路の下部にアニマルパスウェイ 
深い渓谷を挟む高速道路の橋梁建設において、橋梁下ならびに工事用仮設橋の直下の森林の伐採を
実施する。但し当該地域にはニホンヤマネの生息が確認されており、ヒノキの人工林と常緑・落葉
樹の混合林を工事のため最小限伐採する。その間を繋ぐため、アニマルパスウェイを両岸の仮設橋
直下に設置することが決まり、会長らが指導してきた。 
2017 年 8月に修正完成した。その結果ヒメネズミ、ヤマネの利用が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

     尾鷲の緑豊かな渓谷         仮設道路建設のために伐採               完成したアニマルパスウェイ 

③富士山北麓の道路(スバルライン）分断状況の調査（遺伝子分析）（設置場所、調査） 
富士スバルラインのアニマルパスウェイ提案を目指し、福山大学佐藤准教授のご協力により、その遺
伝子分析(ミトコンドリア DNA Dloop 領域の解析)を実施。富士スバルラインが出来て 50年余において
、その分断の影響を調査するために、複数の採集地点間の集団の遺伝的構成の比較を行った。その結
果、すべての採集地点での遺伝的分化の傾向は見られたが、富士スバルラインだけで説明できる遺伝
子的分化は見つからなかったが、サンプル数が少ないため、継続的調査が必要である。また、アニマ
ルパスウェイの効果試験するための対象群としてのデータは得ることが出来た。これらの結果とリス
のロードキル情報をもとに 2017 年 3 月富士スバルライン管理事務所に提案を行ったが、今後富士アウ
トドアミュージアムとも連携し、APW 設置提案を推進する。 

 

 

 

 

 

 

捕獲したスミスネズミ           アカネズミ                         リスのロードキル 

 

 

  

 

    

 

  

 

 

ヒメコマツ（ゴヨウマツ）球果 

ニホンリス 
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４．ロードエコロジー関連のメディア掲載について 

  ①9月 19日  朝日新聞夕刊 「国道に架かるリスのための橋」 
②11 月 19 日 TBS 命の星「地球」生き物たちの物語 
③12月 5日  朝日新聞夕刊 ECO 活プラス「動物の事故死 防ぐには」 
④12月 8日  日本テレビ The Social 「森の動物たちを救う専用の橋とは？」 
⑤12月 9日  BS-TBS 「知られざる動物たちの世界」 
⑥12月 25 日 読売新聞朝刊 ECO「野生動物の交通事故防げ」 
⑦1月 13 日  日テレ 志村どうぶつ園動物ニュース：盛岡北道路 リスの橋 
⑧3月 22 日  山梨放送 ワイドニュース 湊会長とアニマルパスウェイを紹介 

５．会の運営の基盤強化 

（１）2017 年 6 月 12 日の総会により、昨年度の活動、決算および本年度の計画と予算が承認された。 
また、新たに理事として佐藤良晴氏が加わり、法務局に変更届を提出、受け付けられたが、今後定款の見
直し等を視野に入れ、基盤強化プロジェクトを立ち上げる。 

 

（２）樹上性動物保全のための自販機の普及による市民・企業の意識の醸成と寄付 
現在までに 16台の寄付自販機を設置いただいている。当初の予想を上回り、結果会費収入と同額程度の 
基盤収入が得られており、当会事業活動に大いに役立っている。一般の方がアクセスできる自販機は下記 
の通りです。 

  

 

 

 

 

 

                 那須平成の森の寄付自販機（2台）             清泉寮の寄付自販機（3台） 

    

(３）会員の増強：2016 年度に比して  

正会員 3名増加、2名減、 一般会員 ２名増 、賛助会員 ３社増となり徐々にではあるが、理解者

が増え、当会の基盤強化の支えてとなってきつつある。会費収入も基盤を支えている。 

 

(４）助成  

当会の活動の多くは助成金によるものであり、当該年度の助成は下記の通りであり、基金を頂戴している

企業団体には深く感謝申し上げる。 

 

三井物産環境基金(2017 年 9月まで：3ケ年)、 
公益信託大成建設自然歴史環境基金(2017 年 10 月まで) 
公益信託経団連自然保護基金(2016 年度に引き続き 2017 年 4月～2018 年 3月) 

 

以上 

一般社団法人 アニマルパスウェイと野生生物の会 事務局  info@animalpathway.org 

   

mailto:info@animalpathway.org
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2017 年 4月～2018 年 3月 アニマルパスウェイに関する活動実施結果 

項 目 月 日 時 間 イ ベ ン ト 
開催・掲載

場所 
主催・対応 

監 査 4 月 17 日(月) 15 時 監査 所沢 ApWA 

役員会 4 月 26 日(木） 16 時 理事会 新宿 ApWA 

ニュースレター 4 月 30 日(日)  アニマルパスウェイ通信発行  ApWA 

発 行 6 月 5 日  APW ガイドブック Ver１発行  ApWA 

ニュースレター 5 月 31 日(水)  アニマルパスウェイ通信発行  ApWA 

研究会 6 月 10 日(土) 13 時 
道路生態研究会：盛岡北道路 

ＡＰＷ発表 

高速道路 

調査会 

道路生態 

研究会 

総 会・研究会 6 月 12 日(月) 
15 時～17

時 30 分 
総会、アニマルパスウェイ 

研究会 
大成建設 

ApWA 

APRS 

ニュースレター 6 月 30 日（金）  アニマルパスウェイ通信発行  ApWA 

出 版 6 月 30 日  
アニマルパスウェイ児童本発刊

（湊 秋作著） 
 文研出版 

ニュースレター 7 月 31 日(月)  アニマルパスウェイ通信発行  ApWA 

研究会・情報交換

会 
8 月 20 日  出版本、会員の発表 

新宿 NPO 

推進センタ

ー 

ApWA 

JDPR 

ニュースレター 8 月 31 日(木)  アニマルパスウェイ通信発行  ApWA 

国際学会 
9 月 11 日～15

日 
 国際ヤマネ学会にて APW 発表 

ベルギー 

LiegeUniv． 
ApWA、JDPR 

新聞掲載 9 月 19 日  「国道に架かるリスのための橋」 
朝日新聞夕

刊 
ApWA 

ニュースレター 9 月 30 日(土)  アニマルパスウェイ通信発行  ApWA 

連 携 10 月 1 日(日)  
道路生態研究会第 1回研究部会、 

ポスター発表 

高速道路調

査会 
道路生態研 

情報交換会 10 月 7 日(土) 15 時～ 
APW 情報交換会(イリオモテヤマネ

コの現状とロードキル対策) 

新宿 NPO 

推進センタ

ー 

ApWA 

役員会 10 月 16 日(月） ネット 理事会 ネット ApWA 

提 案 10 月 20 日(金)  
北杜市長訪問（APW 提案、教育委

員会への絵本小冊子贈呈） 
北杜市役所 ApWA 

調 査 10 月 28～29 日  実証機の 12 年目の耐久性調査 キープ協会 ApWA 

連 携 10 月 28 日 18 時～ 
スロベニア・ボリス博士との交流

会 

やまねミュ

ージアム 
JDPR 
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学 会 11 月 3 日～5日  

野生生物と社会学会第 23 回大会 

アニマルパスウェイのガイドの発

表 

帯広畜産大

学 
ApWA 

提 案 11 月 4 日 
12 時 30

分～ 

帯広市内にエゾリスのための APW

建設に向けて打ち合わせ会議 
同上 ApWA 

メディア配信 11 月 19 日  
TBS 命の星「地球」生き物たち

の物語 
TBS JDPR 

新聞掲載 12 月 5 日  
ECO 活プラス「動物の事故死  

防ぐには」 

朝日新聞夕

刊 
ApWA 

展 示 
12 月 5 日、7～9

日 
 エコプロ 2017 に出展 

ビッグサイ

ト 
ApWA 

展 示 12 月 7 日  
日本環境アセスメント協会の交流

会に APW のポスター展示・説明 

ワテラスコ

モンホール 
JEAS 

メディア配信 12 月 8 日  
当会の活動を取材頂き、Yahoo! 

ネットﾆｭｰｽ放送 

日テレ The 

Social 
ApWA 

メディア配信 12 月 9 日  「知られざる動物たちの世界」 BS-TBS JDPR 

研究会 12 月 18 日  
アニマルパスウェイ研究会・ 

情報交換会 
大成建設 

ApWA 

APRS 

新聞掲載 12 月 25 日  ECO「野生動物の交通事故防げ」 
読売新聞朝

刊 

道路生態研

究会 

メディア配信 1 月 13 日  
志村どうぶつ園動物ニュース： 

盛岡北道路紹介 
日本テレビ 国土交通省 

展 示 2 月 17～18 日  
にじゅうまるプロジェクトパート

ナーズ会合 
國學院大學 ApWA 

学 会 2 月 18 日  
千葉生物学会にて APW ガイドブッ

ク発表 

植草学園大

学 
ApWA 

学 会 2 月 23 日  

第 17 回野生生物と交通研究発表

会にて論文発表 2件、ポスター 

展示 1件 

札幌市教育

文化センタ

ー 

ApWA 

(共催) 

研究会 2 月 26 日  アニマルパスウェイ情報交換会 

関西学院大

丸の内キャ

ンパス 

ApWA 

APRS 

連 携 3 月 16～17 日  巣箱づくり 大成建設 ApWA 

メディア配信 3 月 22 日  

山梨放送「ワイドニュース」にて

放送 

湊会長、巣箱づくり、APW などを

取材 

山梨放送 
JDPR 

ApWA 

連 携 3 月 23 日  
那須平成の森 APW モニタリング 

装置の点検 

那須平成の

森 FC 
ApWA 

 


